
平成24年度決算　津別のまちの家計簿

まちの話題　46名が大人の仲間入り　平成26年の成人式を開催

今月の表紙　成人式～式典後に町ＰＲ動画『恋するフォーチュンクッキー津別ver.』の撮影に参加～

温故知新

思い出される秋祭りのにぎわい

恩根　幾島 行江 さん

防災・防火への決意を新たに　消防出初式が行われる



歳 出（一般会計）

平
成
24
年
度
の
歳
入
決
算
額
は
、
51
億
９
７

８
７
万
円
と
な
り
、
対
前
年
比
６
・
９
％
の
減

と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
各
種
交
付
金
事
業
に

よ
る
国
庫
補
助
金
、
町
債
等
の
減
が
、
主
な
要

因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

歳
入
の
内
訳
（
グ
ラ
フ
１
参
照
）
を
見
る
と
、

国
か
ら
交
付
さ
れ
る
地
方
交
付
税
が
最
も
大
き

な
財
源
に
な
っ
て
お
り
、
24
年
度
で
は
30
億
５

１
５
０
万
円
で
歳
入
全
体
の
58
・
７
％
を
占
め

て
い
ま
す
。
こ
れ
に
国
・
道
支
出
金
や
地
方
譲

与
税
等
の
交
付
金
、
交
付
金
減
に
よ
る
財
源
不

足
を
補
う
た
め
に
措
置
さ
れ
た
町
債
を
合
わ
せ

た
依
存
財
源
は
79
・
４
％
に
な
り
ま
す
。

残
り
の
20
・
６
％
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
が
納

付
し
て
い
る
町
税
等
の
自
主
財
源
で
す
。
町
税

の
総
額
は
５
億
８
９
１
５
万
円
で
一
人
当
た
り

10
万
８
６
９
９
円
の
納
付
額
に
な
っ
て
お
り
ま

す
。
一
般
会
計
の
決
算
で
は
、
基
金
か
ら
１
億

２
７
６
６
万
円
を
取
り
崩
し
、
歳
入
の
不
足
分

を
補
い
ま
し
た
。

歳
出
の
最
終
決
算
額
は
、
51
億
２
３
０
７
万

円
で
対
前
年
比
７
・
２
％
の
減
と
な
り
ま
し
た

（
３
ペ
ー
ジ
・
グ
ラ
フ
２
参
照
）。

総
務
費
は
、
地
域
振
興
費
及
び
徴
税
費
等
の

減
に
よ
り
４
１
１
０
万
円
の
減
と
な
っ
て
い
ま

す
。土

木
費
は
、
土
木
管
理
費
、
住
宅
費
等
の
減

に
よ
り
２
億
１
４
１
１
万
円
の
減
と
な
っ
て
い

ま
す
。

農
林
業
費
は
、
農
業
費
の
地
域
バ
イ
オ
マ
ス

利
活
用
事
業
等
の
減
に
伴
い
、
６
７
６
３
万
円

の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
歳
出
の
項
目
に
あ
る
公
債
費
と
は
、

町
が
事
業
を
行
っ
た
と
き
に
借
り
た
お
金
の
償

還
額
で
す
。
歳
出
の
11
・
９
％
と
負
担
割
合
が

大
き
い
状
況
で
す
が
、
償
還
額
の
ピ
ー
ク
は
過

ぎ
た
た
め
、
毎
年
下
降
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

※
対
前
年
比
が
大
き
い
項
目
の
み
を
紹
介
し
て

い
ま
す
。

一
般
会
計
・
歳
入

一
般
会
計
・
歳
出

歳 入（一般会計）

地方交付税
30億5,150万円
（58.7%）

その他 1億6,491万円
（3.1%）
地方譲与税、

地方消費税交付金、

自動車取得税交付金、

地方特例交付金など

依存財源
79.4%

自主財源
20.6%

町　債
3億8,007万円
（7.3%）

国・道支出金
5億3,209万円
（10.3%）

町税
5億8,915万円
（11.3%）

繰入金
1億2,766万円（2.5%）

諸収入
4,846万円（0.9%）分担金その他 2億4,071万円（4.7%）

分担金及び負担金、使用料及び手数料、
財産収入、寄付金

総額　　51億9,787万円

町民一人あたりの町税の納付額　108,699円
（平成25年３月31日現在　人口5,420人）

繰越金
6,332万円（1.2%）

津
別
の
ま
ち
の
家
計
簿

一
般
会
計
は
、
１
億
２
７
６
６
万
円
を
基
金
か
ら
取
り
崩
し
ま
し
た

皆
さ
ん
が
納
め
る
税
金
や
国
・
道
か
ら
の
交
付
金
な
ど
は
、
私
た
ち
の
生
活
を
よ

り
良
く
す
る
た
め
に
い
ろ
い
ろ
な
形
で
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
が
、
行
政
サ
ー

ビ
ス
と
し
て
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
た
の
か
、
一
般
会
計
を
中
心
に
平
成
24
年
度
決
算

の
執
行
状
況
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

平成24年度決算

農林業費

3億3,273万円（6.5%）

総務費
12億5,321万円
（24.5%）

衛生費
6億2,075万円
（12.1%）

総額　　51億2,307万円
町民一人あたりの経費　945,217円
（平成25年３月31日現在　人口5,420人）

　   

民生費
8億5,960万円
（16.8%）

教育費
5億2,996万円
（10.3%）

土木費
5億5,597万円
（10.9%）

消防費
2億1,905万円（4.3%） 労働費 109万円（0.0%）

議会費 6,845万円（1.3%）商工費
7,085万円
（1.4%）

こ
の
ほ
か
特
別
会
計
と
し
て
、
国
民
健
康
保
険

事
業
・
後
期
高
齢
者
医
療
事
業
・
介
護
保
険
事

業
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
・
下
水
道
事
業
・
簡

易
水
道
事
業
の
６
事
業
会
計
と
、
企
業
会
計
で

あ
る
上
水
道
事
業
会
計
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
私
た

ち
の
生
活
と
密
接
に
関
わ
っ
て
い
ま
す
（
表

１
・
２
参
照
）。

各
会
計
と
も
健
全
財
政
に
努
め
て
い
ま
す
が
、

不
足
分
を
補
う
た
め
、
一
般
会
計
か
ら
上
水
道

事
業
を
除
く
６
事
業
会
計
に
、
法
定
繰
り
出
し

を
含
め
て
４
億
８
７
１
０
万
円
が
繰
り
出
さ
れ

て
い
ま
す
。

※
一
般
会
計
の
性
質
別
内
訳
は
表
３
参
照
。

特
別
・
企
業
会
計

一般会計性質別内訳表３

■地方交付税

地方公共団体間の財源不均衡

是正を目的に、国税の所得税、

法人税、消費税、酒税など、

それぞれ一定割合の額を国か

ら交付されるお金。

■国・道支出金

町で行う特定の事業に対して、

国または道から交付される負

担金、委託金、補助金。

■町債

町が事業を行うために借りた
お金のほか、地方交付税減に
よる財源不足を補うため措置
された臨時財政対策債が含ま
れる。

■町税

町民税や固定資産税、軽自動
車税、特別土地保有税、たば
こ税、入湯税など。

■繰入金

目的の事業を行うための財源
及び財源不足を補う目的で、
町の貯金である基金を取り崩
して一般会計に入れたお金。

公債費
6億1,132万円
（11.9%）

グラフ１グラフ２

■総務費

地域振興基金積立金、多目的活動センター整備事業　

等の減により対前年比3.2％の減。
■民生費
認定こども園整備事業等の増により対前年比8.9％の

増。

■衛生費
予防接種経費、下水道事業特別会計繰出金等の減によ

り対前年比1.4％の減。

■公債費
償還完了等に伴う過疎対策事業債等の減により対前年

比15.0％の減。

■土木費
特定公共賃貸住宅建設整備事業等の減により対前年
比27.8％の減。

■教育費
多目的運動公園整備事業等の減により対前年比6.8％

の減。

■農林業費
地域バイオマス利活用事業、森林情報整備事業等の
減により対前年比16.9％の減。
■消防費
防災対策経費等の増により対前年比0.2％の増。

■商工費
給与費の増により対前年比40.2％の増。

諸支出金 9万円（0.0%）



町
で
は
、
灯
油
価
格
の
高
騰
な
ど
で
影
響
が
深
刻
と
な
る
低
所
得
の
高
齢
者
世
帯
、
障
が
い
者
世
帯
及
び

ひ
と
り
親
家
庭
等
に
対
し
灯
油
購
入
費
等
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。
本
年
度
は
、
灯
油
購
入
費
に
加
え
、

薪
、
石
炭
、
ペ
レ
ッ
ト
、
ガ
ス
料
金
、
電
気
料
な
ど
に
つ
い
て
も
助
成
の
対
象
と
し
て
い
ま
す
。

■
対
象
者

平
成
26
年
１
月
１
日
現
在
で
津
別
町
の
住
民
基
本

台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い
て
、
平
成
25
年
度
の
町
民
税

が
非
課
税
で
、
次
の
要
件
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

世
帯
と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
生
活
保
護
世
帯
、
福

祉
施
設
入
所
世
帯
（
ケ
ア
ハ
ウ
ス
は
除
く
）
及
び
医

療
機
関
に
長
期
入
院
し
て
い
る
世
帯
は
除
き
ま
す
。

ま
た
、
住
民
基
本
台
帳
上
で
は
別
世
帯
で
も
、
同
居

し
て
い
る
場
合
は
同
一
世
帯
と
み
な
し
ま
す
。

○
高
齢
者
世
帯

q
70
歳
以
上
の
独
居
世
帯

w
65
歳
以
上
の
方
で
構
成
さ
れ
て
い
る
世
帯
で
、そ
　

の
う
ち
70
歳
以
上
の
方
が
１
人
以
上
い
る
世
帯

○
障
が
い
者
世
帯
（
年
齢
は
問
い
ま
せ
ん
）

【
申
請
時
に
手
帳
を
提
示
し
て
く
だ
さ
い
】

e
身
体
障
が
い
者
手
帳
を
所
持
し
１
級
、
２
級
に

該
当
す
る
方
が
属
す
る
世
帯

r
知
的
障
が
い
者
で
療
育
手
帳
を
所
持
し
Ａ
判
定

の
方
が
属
す
る
世
帯

t
精
神
障
が
い
者
保
健
福
祉
手
帳
を
所
持
し
１
級

に
該
当
す
る
方
が
属
す
る
世
帯

○
ひ
と
り
親
家
庭
等

y
配
偶
者
の
い
な
い
女
性
（
母
）
が
満
18
歳
未
満

の
児
童
を
扶
養
し
て
い
る
世
帯

u
配
偶
者
の
い
な
い
男
性
（
父
）
が
満
18
歳
未
満

の
児
童
を
扶
養
し
て
い
る
世
帯

i
両
親
の
死
亡
又
は
行
方
不
明
等
の
理
由
に
あ
る

満
18
歳
未
満
の
児
童
を
扶
養
し
て
い
る
世
帯

■
助
成
金
額

１
世
帯
当
た
り
１
万
円
と
し
ま
す
。

■
申
請
期
間

平
成
26
年
１
月
６
日
（
月
）
か
ら
３
月
31
日
（
月
）

ま
で
（
土
、
日
、
祝
祭
日
は
除
く
）。
郵
送
に
よ
る

受
付
も
平
成
26
年
３
月
31
日
（
月
）
必
着

■
申
請
方
法

所
定
の
申
請
書
（
広
報
つ
べ
つ
１
月
号
の
折
込
チ

ラ
シ
裏
面
も
申
請
書
）
に
申
請
者
氏
名
と
同
意
書
氏

名
に
記
入
押
印
し
、
振
込
口
座
を
記
入
の
う
え
申
請

し
て
く
だ
さ
い
（
代
理
申
請
、
郵
送
申
請
も
受
付
し

ま
す
が
記
入
も
れ
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
）。

窓
口
で
申
請
さ
れ
る
方
は
、
印
鑑
、
通
帳
を
持
参

の
う
え
申
請
し
て
く
だ
さ
い
（
障
が
い
者
世
帯
区
分

で
申
請
す
る
方
は
、
障
が
い
者
手
帳
も
持
参
し
て
く

だ
さ
い
）。

【
申
請
・
問
い
合
わ
せ
先
】

保
健
福
祉
課
介
護
福
祉
グ
ル
ー
プ

福
祉
担
当
（
１
階
12
番
窓
口
）

†
76-

２
１
５
１
（
内
線
２
７
７
、
２
３
３
）

第
５
次
津
別
町
総
合
計
画
は
、「
町
は
舞
台
、

町
民
が
主
役
」
を
合
言
葉
に
、
計
画
策
定
審

議
会
の
メ
ン
バ
ー
を
中
心
と
し
た
町
民
の
手

に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
も
の
で
す
。
行
政
が

こ
れ
を
支
え
、
必
要
な
場
合
に
お
い
て
町
民

自
ら
も
担
い
手
と
し
て
登
場
す
る
こ
と
と
な

る
平
成
22
年
度
か
ら
平
成
31
年
度
ま
で
の
10

年
間
を
期
間
と
す
る
計
画
で
す
。

◆

ま
た
、
総
合
計
画
は
、
計
画
の
具
現
化
の

た
め
に
、
町
の
将
来
像
と
計
画
の
柱
を
明
示

し
た
「
基
本
構
想
」
と
、
そ
れ
を
形
に
変
え

て
い
く
た
め
の
「
戦
略
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」、
さ

ら
に
具
体
的
な
事
業
計
画
及
び
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
盛
り
込
ん
だ
「
実
行
計
画
」
か
ら
成
り

立
っ
て
い
ま
す
。

実
行
計
画
の
前
期
実
施
計
画
（
平
成
22
年

度
〜
平
成
26
年
度
）
の
う
ち
平
成
24
年
度
ま

で
の
計
画
の
進
行
の
状
況
に
つ
い
て
、
次
に

よ
り
報
告
い
た
し
ま
す
。

◆

前
期
実
施
計
画
の
実
施
計
画
・
実
施
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
ご
と
の
進
行
状
況
は
、
表
の
と
お

り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

表
の
パ
ー
セ
ン
ト
に
つ
い
て
は
、
次
の
考

え
方
で
分
類
し
、
各
事
業
の
進
行
状
況
は
、

担
当
課
の
判
断
で
行
っ
て
い
ま
す
。

・
全
く
取
り
組
ん
で
い
な
い
も
の

・
・
・
・
・
０
％

・
取
り
組
ん
だ
も
の
の
で
き
て
い
な
い
も
の

・
・
・
・
・
10
％

・
取
り
組
ん
で
い
る
も
の
の
形
に
な
っ
て
い

な
い
も
の
（
協
議
継
続
）
・
・
20
〜
40
％

・
取
り
組
ん
で
事
業
の
形
が
で
き
つ
つ
あ
る

も
の
（
事
業
継
続
）
・
・
・
・
50
〜
90
％

・
取
り
組
ん
で
事
業
が
終

了
又
は
完
成
し
継
続
し
　

て
い
る
も
の
・
・
・
・

・
・
・
・
・
１
０
０
％

◆

現
在
の
と
こ
ろ
全
く
取

り
組
ま
れ
て
い
な
い
の
は
、

２
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
な
っ

て
い
ま
す
。
他
の
30
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
進
行
状

況
に
差
は
あ
る
も
の
の
、

何
ら
か
の
形
で
事
業
が
取

り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

平
成
24
年
度
末
の
全
体

の
進
行
状
況
は
、
57
％
と

な
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、

計
画
さ
れ
た
個
別
事
業
の

う
ち
全
く
行
わ
れ
て
い
な

い
事
業
は
、
25
事
業
と
な

っ
て
い
ま
す
。
取
り
組
ん

だ
も
の
の
実
行
が
厳
し
い

と
判
断
し
た
も
の
（
10
％
）

が
２
事
業
、
協
議
を
継
続

第
５
次
津
別
町
総
合
計
画
の
進
行
状
況
に
つ
い
て

し
て
い
る
も
の
（
20
〜
40
％
）
が
13
事
業
、

事
業
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
も
の
（
50
〜

90
％
）
が
75
事
業
、
事
業
と
し
て
完
成
し
継

続
し
て
い
る
も
の
（
１
０
０
％
）
が
19
事
業

と
な
っ
て
い
ま
す
。

年
度
ご
と
の
進
行
状
況
は
、
平
成
22
年
度

は
40
％
、
平
成
23
年
度
は
50
％
、
平
成
24
年

度
末
は
57
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◆

問
い
合
わ
せ
先

住
民
企
画
課
住
民
企
画
グ
ル
ー
プ

†
76-

２
１
５
１
（
内
線
２
１
５
）

�

�

平成26年度住宅改修（リフォーム）奨励金

申し込み期間について

平成25年度より、住宅改修の奨励金が新設されましたが、こ

の奨励金を受けるには、受付期間内に申し込みが必要です。

奨励金の対象となる改修工事は、町内建設業者が請負い、改

修に要する費用が50万円（税込み）以上、奨励金交付決定前に

着手していない改修工事です。

受付期間は、３月10日から１カ

月間を予定しています。詳しくは、

広報つべつ３月号に掲載しますが、

改修を予定されている方は、業者

に見積もりを依頼するなど、早目

のご準備をお願いします。

問 い 合 わ せ 先

産業振興課商工観光グループ　† 76－2151（内線259）



町
が
平
成
20
年
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る
社
会
教

育
事
業
「
ア
ソ
ビ
バ
！
つ
べ
つ
」
が
、
平
成
25
年

度
の
文
部
科
学
大
臣
表
彰
を
受
け
、
12
月
５
日
に

文
部
科
学
省
で
行
わ
れ
た
授
与
式
に
林
教
育
長
が

出
席
し
ま
し
た
。

同
事
業
は
、
町
内
の
小
学
生
を
対
象
に
季
節
に

応
じ
た
自
然
、
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
、
農
林
業
な
ど

の
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
て
お
り
、
活
動
を

通
じ
て
子
ど
も
た
ち
の
自
主
性
や
協
調
性
を
育
ん

で
い
ま
す
。

今
回
の
受

賞
は
、
農
業

体
験
や
い
か

だ
川
下
り
、

ツ
リ
ー
イ
ン

グ
な
ど
他
の

団
体
や
事
業

と
連
携
し
た

幅
広
い
活
動

内
容
が
評
価

さ
れ
た
も
の

で
す
。

12
月
27
日
、
北
見
市
在
住
の
影
山

勇
治
さ
ん
か
ら
、
子
ど
も
た
ち
の
教

育
の
た
め
に
役
立
て
て
い
た
だ
き
た

い
と
、
町
に
10
万
円
の
ご
寄
附
が
あ

り
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
津
別
町
の
お
世
話
に
な

っ
た
お
礼
に
と
、
寄
附
を
思
い
立
た

れ
た
そ
う
で
す
。

感
謝
状
を
贈
呈
し
た
佐
藤
町
長
は

「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ご
趣
旨

に
沿
っ
て
大
切
に
使
わ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
」
と
、
お
礼
を
述
べ
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
の
教
育
の
た
め
に

影
山
勇
治
さ
ん
か
ら
町
に
寄
附

１
月
５
日
、
中
央
公
民
館
で
第
47
回
新
春
書
初

席
書
大
会
（
主
催
・
津
別
町
商
工
会
青
年
部
）
が

開
か
れ
、
小
学
生
と
中
学
生
、
合
わ
せ
て
39
名
が

腕
を
競
い
ま
し
た
。

参
加
者
た
ち
は
、
学
年
別
に
定
め
ら
れ
た
「
げ

ん
き
」「
明
る
い
年
」
な
ど
の
課
題
に
取
り
組
み
、

見
本
を
参
考
に
し
な
が
ら
丁
寧
に
作
品
を
仕
上
げ

て
行
き
ま
し

た
。会

場
で
引

き
続
き
審
査

が
行
わ
れ
、

入
賞
作
品
は

網
走
信
金
津

別
支
店
、
北

見
信
金
津
別

支
店
、
津
別

郵
便
局
の
各

ロ
ビ
ー
及
び

中
央
公
民
館

に
展
示
さ
れ

ま
し
た
。

新
年
へ
の
思
い
を
筆
に
込
め
て

第
47
回
新
春
書
初
席
書
大
会
開
催

自
然
体
験
な
ど
の
幅
広
い
活
動
が
評
価
さ
れ
る

「
ア
ソ
ビ
バ
！
つ
べ
つ
」
に
文
科
大
臣
表
彰

１
月
12
日
、
中
央
公
民
館
で
平
成
26
年
の
成
人

式
が
開
催
さ
れ
、
振
袖
姿
や
ス
ー
ツ
姿
の
新
成
人

46
名
が
晴
れ
て
大
人
の
仲
間
入
り
を
し
ま
し
た
。

式
典
で
は
松
平
範
慶
教
育
委
員
長
が
式
辞
を
述

べ
、
続
い
て
佐
藤
多
一
町
長
、
鹿
中
順
一
町
議
会

議
長
、
日
下
太
朗
道
議
会
議
員
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
祝

辞
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
応
え
て
、
新
成
人
代
表
の
菊
池
健
介
さ

ん
と
蒔
田
夏
乃
さ
ん
が
成
人
の
誓
い
を
読
み
上
げ
、

大
人
と
し
て
の
決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

恒
例
と
な
っ
た
北
見
室
内
管
弦
楽
団
に
よ
る
演

奏
会
や
、
中
学
校
時
代
の
恩
師
な
ど
か
ら
の
お
祝

い
メ
ッ
セ
ー
ジ
ビ
デ
オ
披
露
も
あ
り
、
出
席
者
の

心
に
残
る
成
人
式
と
な
り
ま
し
た
。

46
名
が
大
人
の
仲
間
入
り

平
成
26
年
の
成
人
式
を
開
催

み
ん
な
で
楽
し
く
交
流

一
人
暮
ら
し
お
年
寄
り
の
集
い

１
月
15
日
、
町
民
会
館
で
一
人
暮
ら

し
お
年
寄
り
の
集
い
（
主
催
・
津
別
町

社
会
福
祉
協
議
会
）
が
開
催
さ
れ
、
町

内
在
住
の
65
歳
以
上
の
方
60
人
が
交
流

を
深
め
ま
し
た
。

津
別
駐
在
所
の
鈴
木
所
長
に
よ
る
講

話
で
は
、
ビ
デ
オ
を
使
っ
て
交
通
事
故

の
実
例
を
紹
介
し
た
り
、
最
近
の
振
り

込
め
詐
欺
の
手
口
な
ど
を
分
か
り
や
す

く
説
明
す
る
な
ど
、
被
害
に
遭
わ
な
い

よ
う
呼
び
か
け
ま
し
た
。

そ
の
後
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々

が
用
意
し
た
、
寄
せ
鍋
、
赤
飯
、
茶
碗

蒸
と
い
っ
た
心
づ
く
し
の
昼
食
を
い
た

だ
き
な
が
ら
歓
談
に
興
ず
る
な
ど
、
参

加
者
た
ち
は
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご

し
ま
し
た
。

１
月
５
日
、
美
幌
・
津
別
広
域
事
務
組
合
津
別

消
防
署
と
津
別
消
防
団
の
合
同
出
初
式
が
、
厳
し

い
寒
さ
の
中
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

津
別
消
防
署
前
で
の
開
会
式
の
後
、
役
場
庁
舎

前
で
観
閲
を
実
施
。
消
防
署
員
並
び
に
消
防
団
員

が
、
消
防
車
や
救
急
車
な
ど
の
車
両
を
伴
い
行
進

し
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
町
民
会
館
に
会
場
を
移
し
て
功
績

章
及
び
永
年
勤
続
章
の
表
彰
状
伝
達
式
が
執
り
行

わ
れ
、
式
に
臨
ん
だ
消
防
署
員
・
団
員
た
ち
は
、

火
事
や
災
害
か
ら
町
民
を
守
る
、
新
年
の
決
意
を

新
た
に
し
ま
し
た
。

防
災
・
防
火
へ
の
決
意
を
新
た
に

消
防
出
初
式
が
行
わ
れ
る

→
ツ
リ
ー
イ
ン
グ
体
験
の
様
子



「
や
め
る
と
イ
ラ
イ
ラ
し
て
し
ま
う
」

と
禁
煙
を
あ
き
ら
め
て
い
ま
せ
ん
か
？

タ
バ
コ
が
や
め
ら
れ
な
い
の
は
、
意

志
が
弱
い
か
ら
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

「
ニ
コ
チ
ン
依
存
症
」
と
い
う
脳
の
病

気
だ
か
ら
で
す
。
タ
バ
コ
に
含
ま
れ
る

ニ
コ
チ
ン
に
は
、
強
力
な
依
存
性
が
あ

る
た
め
で
す
。

<

吸
い
た
く
な
る
メ
カ
ニ
ズ
ム>

q
タ
バ
コ
を
吸
う
と
数
秒
で
ニ
コ
チ

ン
が
脳
に
達
し
、「
快
楽
物
質
」
の
ス

イ
ッ
チ
が
入
り
ま
す
。
w
「
快
楽
」

を
伝
え
る
ド
ー
パ
ミ
ン
が
分
泌
さ
れ
、

脳
は
タ
バ
コ
の
煙
を
お
い
し
い
と
誤
っ

て
認
識
し
ま
す
。
e
ニ
コ
チ
ン
の
作

用
が
切
れ
る
と
脳
は
「
も
っ
と
欲
し
い
」

と
信
号
を
送
り
タ
バ
コ
を
吸
い
た
く
さ

せ
ま
す
。

禁
煙
を
始
め
る
と
、
い
ま
ま
で
摂
取

し
て
い
た
ニ
コ
チ
ン
が
体
か
ら
抜
け
て

き
ま
す
。
こ
の
と
き
、
体
は
ニ
コ
チ
ン

を
渇
望
し
、
イ
ラ
イ
ラ
す
る
、
集
中
で

き
な
い
な
ど
不
快
な
禁
断
症
状
が
現
れ

ま
す
。

禁
煙
の
つ
ら
さ
の
ピ
ー
ク
は
個
人

差
は
あ
り
ま
す
が
、
大
体
３
〜
４
日

で
す
。
こ
れ
を
乗
り
越
え
る
と
成
功

の
第
１
歩
。
体
内
の
ニ
コ
チ
ン
の
大

部
分
が
な
く
な
り
ま
す
。

２
〜
３
カ
月
で
ほ
ぼ
成
功
、
１
年
続

け
ば
禁
煙
は
完
璧
で
す
。

で
は
、
禁
煙
す
る
と
体
に
ど
ん
な
変

化
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
？

そ
の
他
に
も
、
q
朝
の
目
覚
め
が

さ
わ
や
か
に
な
る
。
顔
色
が
よ
く
な
る
。

風
邪
を
ひ
き
に
く
く
な
る
。
ス
タ
ミ
ナ

が
戻
っ
て
く
る
。
w
肌
の
調
子
が
良

く
な
る
。
e
お
金
が
た
ま
る
（
１
日

２
箱
吸
っ
て
い
る
人
だ
と
、
１
年
間
で

約
30
万
円
が
節
約
で
き
ま
す
！
）
と
良

い
こ
と
づ
く
め
で
す
。

禁
煙
を
お
考
え
の
方
は
、
禁
煙
外

来
が
お
勧
め
で
す
。
ニ
コ
チ
ン
切
れ

症
状
を
軽
減
し
、
タ
バ
コ
を
美
味
し

い
と
感
じ
に
く
く
す
る
新
し
い
薬
も

出
て
い
ま
す
。
一
人
で
頑
張
ら
な
い
で
、

医
師
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
な
が
ら
薬

で
楽
に
禁
煙
が
可
能
で
す
。

「
み
ん
な
で
ゲ
ー
ム
を
し
た
り
、
お

し
ゃ
べ
り
を
し
て
過
ご
す
時
間
が
楽

し
み
で
す
」
と
い
う
幾
島
行
江
さ
ん
。

３
年
前
に
膝
の
手
術
を
し
た
こ
と
も

あ
り
、
特
に
冬
期
間
は
外
出
を
控
え

て
い
ま
し
た
が
、
週
に
一
度
デ
イ
サ

ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
活
動

的
な
生
活
習
慣
を
保
っ
て
い
る
よ
う

で
す
。

旧
端
野
町
（
現
北
見
市
端
野
町
）

の
農
家
に
生
ま
れ
た
幾
島
さ
ん
は
、

育
ち
盛
り
の
時
期
を
戦
時
中
に
過
ご

し
ま
し
た
。「
出
征
に
よ
る
人
手
不
足

を
補
う
た
め
、
援
農
隊
と
呼
ば
れ
る

近
隣
の
農
家
の
手
伝
い
に
動
員
さ
れ

ま
し
た
。
学
校
で
授
業
を
受
け
る
時

間
よ
り
農
作
業
を
し
て
い
る
時
間
が

長
か
っ
た
も
の
で
す
」
と
、
当
時
を

振
り
返
り
ま
す
。

終
戦
後
は
家
業
を
手
伝
っ
て
い
ま

し
た
が
、
縁
あ
っ
て
昭
和
28
年
に
恩

根
の
農
家
に
嫁
入
り
し
ま
す
。
幾
島

さ
ん
が
22
歳
の
と
き
で
し
た
。

結
婚
後
は
夫
婦
で
力
を
合
わ
せ
て

稲
作
と
畑
作
の
農
業
を
営
み
、
３
人

の
子
宝
に
も
恵
ま
れ
ま
す
。
当
時
、

ま
だ
機
械
化
は
先
の
話
で
農
作
業
の

主
力
は
馬
。
他
は
全
て
人
の
手
が
頼

り
で
し
た
。

自
動
車
も
普
及
前
で
、
用
事
で
津

別
市
街
に
出
か
け
る
と
き
は
、
小
さ

な
子
を
背
負
っ
た
り
手
を
引
き
な
が

ら
、
駅
ま
で
数
キ
ロ
の
砂
利
道
を
歩

い
た
そ
う
で
す
。

そ
ん
な
、
大
変
で
も
あ
り
楽
し
く

も
あ
っ
た
若
き
日
の
中
で
、
思
い
出

さ
れ
る
の
が
津
別
神
社
の
秋
祭
り
の

様
子
。
夕
方
ま
で
農
作
業
を
し
た
後
、

近
所
の
友
だ
ち
と
二
人
で
、
２
時
間

あ
ま
り
も
歩
い
て
出
か
け
た
と
か
。

「
た
く
さ
ん
の
屋
台
や
見
せ
物
小
屋
が

出
て
い
て
、
と
て
も
に
ぎ
や
か
な
お

祭
り
で
し
た
」。

ご
主
人
が
50
歳
と
い
う
若
さ
で
亡

く
な
り
、
そ
の
後
は
息
子
さ
ん
や
お

嫁
さ
ん
と
共
に
家
業
を
支
え
て
き
た

幾
島
さ
ん
。
今
は
３
人
の
お
孫
さ
ん

と
２
人
の
ひ
孫
に
恵
ま
れ
、
穏
や
か

な
日
々
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

いくしま　ゆきえさん／昭和６年２月、旧端野町生まれ／82歳／恩根在住

さ
ん

思
い
出
さ
れ
る

秋
祭
り
の
に
ぎ
わ
い

幾
島
　
行
江

【430】

問い合わせ先 †76－2151税務担当（220・221）
収納担当（218）

問い合わせ先　保健福祉課　健康推進担当　†76－2151（内線231）

笑
顔
の
窓
口
対
応
を
心
が
け
て
い
ま
す

山
本
　
幸
恵

さ
ん

やまもと　ゆきえさん／平成２年７月生まれ／津

別町役場勤務／豊永在住

タ
バ
コ
を
や
め
る
と

こ
ん
な
に
い
い
こ
と
が
あ
る
！

平
成
25
年
分
所
得
税
の
確
定
申
告
の
受
付

は
２
月
17
日
（
月
）
か
ら
３
月
17
日
（
月
）

ま
で
で
す
。

ま
た
、
所
得
税
の
還
付
申
告
に
つ
い
て
は
、

２
月
17
日
前
で
も
税
務
担
当
で
申
告
を
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

受
付
場
所

役
場
税
務
担
当
y
カ
ウ
ン
タ
ー

受
付
時
間

午
前
９
時
〜
12
時

午
後
１
時
〜
５
時

な
お
、
右
の
受
付
時
間
に
仕
事
等
の
都
合

で
来
ら
れ
な
い
方
に
つ
い
て
は
、
事
前
に
ご

連
絡
い
た
だ
き
、
夜
間
の
受
付
も
対
応
い
た

し
ま
す
（
右
記
期
間
中
、
午
後
８
時
ま
で
）。

【
申
告
に
必
要
な
も
の
】

税
務
署
か
ら
確
定
申
告
書
が
送
付
さ
れ
て

い
る
方
は
、
そ
の
申
告
書
用
紙
、
源
泉
徴
収

票
（
給
与
、
公
的
年
金
　
※
申
告
書
に
添
付

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず
ご
持
参

く
だ
さ
い
）、
印
鑑
、
国
民
年
金
控
除
証
明
書
、

生
命
保
険
・
地
震
保
険
・
旧
長
期
損
害
保
険

控
除
証
明
書
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
ま
た
医

療
費
控
除
を
さ
れ
る
方
は
、
領
収
書
を
個
人

ご
と
に
分
け
、
病
院
・
薬
局
ご
と
の
合
計
額

を
計
算
し
て
き
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
所
得

税
の
還
付
金
が
出
る
方
は
、
申
告
者
名
義
の

銀
行
口
座
を
控
え
て
き
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
国
税
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
確
定

申
告
書
作
成
コ
ー
ナ
ー
で
も
、
申
告
書
の
作

成
が
で
き
ま
す
。

所
得
税
確
定
申
告
は

お
早
め
に

昨
年
の
４
月
か
ら
津
別
町
役
場
に

勤
め
て
い
る
山
本
幸
恵
さ
ん
は
、
旧

阿
寒
町
（
現
釧
路
市
阿
寒
町
）
出
身
。

釧
路
湖
陵
高
等
学
校
を
卒
業
後
、
旭

川
医
科
大
学
医
学
部
看
護
学
科
に
進

学
し
、
看
護
師
と
保
健
師
の
資
格
を

取
得
し
ま
し
た
。

職
場
で
は
保
健
福
祉
課
健
康
医
療

グ
ル
ー
プ
に
所
属
し
、
保
健
師
と
し

て
町
民
の
健
康
推
進
業
務
に
当
た
っ

て
い
ま
す
。
志
望
の
動
機
は
「
大
学

で
勉
強
す
る
中
で
、
よ
り
長
い
期
間

に
わ
た
っ
て
人
々
の
健
康
づ
く
り
に

携
わ
る
、
保
健
師
の
仕
事
に
興
味
を

持
ち
ま
し
た
。
津
別
町
に
は
祖
父
母

が
住
ん
で
い
て
、
子
ど
も
の
こ
ろ
か

ら
な
じ
み
が
あ
っ
た
こ
と
も
理
由
の

ひ
と
つ
で
す
」。

現
在
、
健
診
事
務
や
健
康
づ
く
り

事
業
、
窓
口
対
応
な
ど
を
担
当
し
て

い
る
山
本
さ
ん
。「
学
校
で
学
ん
だ
も

の
よ
り
実
践
的
な
知
識
が
求
め
ら
れ

る
の
で
大
変
で
す
が
、
目
の
前
の
仕

事
ひ
と
つ
ひ
と
つ
に
し
っ
か
り
取
り

組
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
特
に
窓
口

対
応
で
は
、
笑
顔
を
忘
れ
な
い
よ
う

心
が
け
て
い
ま
す
」
と
意
気
込
み
を

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

国税庁ホームページ　http://www.nta.go.jp
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次
に
該
当
す
る
世
帯
は
、
児
童

扶
養
手
当
を
請
求
で
き
ま
す
。

【
児
童
扶
養
手
当
】

・
母
子
家
庭
及
び
父
子
家
庭
ま
た

は
そ
れ
と
同
等
の
世
帯

・
子
ど
も
の
父
親
ま
た
は
母
親
が

一
定
の
障
が
い
を
も
つ
世
帯

・
子
ど
も
を
親
以
外
の
者
が
養
育

し
て
い
る
世
帯

18
歳
未
満
（
重
度
障
が
い
児
は
20
歳

未
満
）の
子
ど
も
を
養
育
し
て
い
る
人

【
特
別
児
童
扶
養
手
当
】

20
歳
未
満
の
一
定
の
障
が
い
（
身

体
・
知
的
・
精
神
）
を
持
つ
子
ど

も
を
養
育
し
て
い
る
場
合

※
手
続
き
等
不
明
な
点
は
、
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

保
健
福
祉
課
福
祉
担
当

†
76-

２
１
５
１
（
内
線
２
７
７
）

自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１
日

現
在
で
運
輸
支
局
に
登
録
さ
れ
て

い
る
自
動
車
を
お
持
ち
の
方
に
納

め
て
い
た
だ
く
道
税

で
す
。

自
動
車
を
廃
車
ま

た
は
売
買
・
譲
渡
に

よ
り
所
有
し
な
く
な

っ
た
場
合
は
、
す
ぐ

に
運
輸
支
局
で
抹
消

ま
た
は
移
転
の
登
録

を
し
て
く
だ
さ
い
。

３
月
31
日
ま
で
に

抹
消
ま
た
は
移
転
の

登
録
が
さ
れ
て
い
な

い
場
合
、
平
成
26
年

度
も
自
動
車
税
が
課

税
さ
れ
ま
す
の
で
ご

注
意
下
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

札
幌
道
税
事
務
所
自
動
車
税
部

[

自
動
車
税
の
課
税
に
つ
い
て]

†
０
１
１-

７
４
６-

１
１
９
０

[

自
動
車
取
得
税
の
課
税
に
つ
い
て]

†
０
１
１-

７
４
６-

１
１
９
５

国
税
の
電
子
申
告
を
さ
れ
る
方

の
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
に
は

「
電
子
証
明
書
」
が
記
録
さ
れ
て
い

て
、
こ
の
電
子
証
明
書
の
有
効
期

間
は
、
発
行
の
日
か
ら
３
年
間
と

な
っ
て
い
ま
す
。

役
場
で
「
電
子
証
明
書
」
を
記
録

し
た
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
を
お
渡

し
し
た
と
き
の
「
電
子
証
明
書
の
写

し
」
に
、
有
効
期
間
満
了
日
が
記
載

さ
れ
て
い
ま
す
。「
電
子
証
明
書
」

の
有
効
期
間
が
過
ぎ
た
住
民
基
本
台

帳
カ
ー
ド
で
は
、
電
子
申
告
は
で
き

ま
せ
ん
。
引
き
続
き
、
電
子
申
告
を

行
う
た
め
に
は
「
電
子
証
明
書
」
の

更
新
手
続
き
が
必
要
で
す
（
更
新
手

数
料
は
５
０
０
円
で
す
）。

な
お
、
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド

に
記
載
さ
れ
て
い
る
有
効
期
間
は
、

カ
ー
ド
自
体
の
有
効
期
間
に
な
り

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
・
更
新
手
続
き
先

保
健
福
祉
課

戸
籍
年
金
担
当

†
76-

２
１
５
１

（
内
線
２
２
２
、
２
２
３
）

北
見
農
業
試
験
場
な
ど
が
研
究

開
発
し
た
新
品
種
や
新
技
術
を
速

や
か
に
公
表
し
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
地

域
の
多
く
の
方
々
に
活
用
し
て
い

た
だ
く
た
め
、
次
の
と
お
り
『
第

18
回
オ
ホ
ー
ツ
ク
農
業
新
技
術
セ

ミ
ナ
ー
』
を
開
催
し
ま
す
。

新
品
種
や
新
技
術
の
ほ
か
地
域

に
お
け
る
ト
ピ
ッ
ク
ス
も
紹
介
し

ま
す
。

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
お
越
し
下
さ
い
。

日
　
時

２
月
27
日
（
木
）

午
後
１
時
〜
４
時

場

所
美
幌
町
民
会
館
『
び
ほ
ー
る
』

（
美
幌
町
字
東
２
条
北
４
丁
目

９
番
地
）

†
73-

４
１
８
７

入
場
料

無
料

問
い
合
わ
せ
先

北
海
道
立
総
合
研
究
機
構
北
見

農
業
試
験
場

†
０
１
５
７-

47-

２
１
４
６

12
月
10
日
（
火
）
に
実
施
し
た

３
歳
児
健
診
で
、
む
し
歯
が
ゼ
ロ

の
お
友
だ
ち
を
紹
介
し
ま
す
。

富
永
　
法
広

の
り
ひ
ろ

く
ん
（
豊
永
）

戸
川
　
晴
斗
は
る
と

く
ん
（
豊
永
）

石
原
　
希
泉
き
い

ち
ゃ
ん
（
相
生
）

柏
葉
　
雄
太
ゆ
う
た

く
ん
（
豊
永
）

問
い
合
わ
せ
先

保
健
福
祉
課

健
康
推
進
担
当

†
76-

２
１
５
１
　

（
内
線
２
３
２
）

津
別
町
花
の
ま
ち
推
進
協
議
会

で
は
、
花
壇
づ
く
り
の
講
師
を
招

い
て
の
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

花
壇
づ
く
り
、
花
づ
く
り
に
た

ず
さ
わ
っ
て
い
る
方
や
興
味
の
あ

る
方
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す

日
　
時

２
月
26
日
（
水
）

午
前
10
時
か
ら
正
午
ま
で

会
　
場

林
業
研
修
会
館
２
階
集
会
室

講
演
内
容

北
国
向
け
の
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
、

花
壇
デ
ザ
イ
ン
や
管
理
の
コ
ツ

講
　
師

涌
島
　
美
也
子
氏

（
公
益
財
団
法
人
札
幌
市
公
園

緑
化
協
会
円
山
公
園
管
理
事
務

所
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
、
樹
木
医
、

花
と
緑
の
ツ
ア
ー
ガ
イ
ド
）

主
　
催

津
別
町
花
の
ま
ち
推
進
協
議
会

参
加
方
法

参
加
さ
れ
る
方
の
お

名
前
と
連
絡
先
を
、
左
記
へ
お

知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
期
限

２
月
12
日
（
水
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

住
民
企
画
課
住
民
企
画
グ
ル
ー
プ
　

†
76-

２
１
５
１
（
内
線
２
１
６
）

Ａ
社
か
ら
「
黄
色
い
封
書
が
届

い
て
い
る
か
」
と
電
話
が
き
た
。

海
外
不
動
産
の
購
入
に
関
す
る
も

の
と
聞
き
、
興
味
は
無
い
と

断
る
と
「
購
入
し
て
ほ
し
い

の
で
は
な
い
」
と
お
か
し
な

返
事
を
す
る
。

話
を
聞
く
と
「
物
件
は
Ｂ

社
が
持
っ
て
お
り
、
Ａ
社
が

直
接
購
入
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
の
で
、
代
わ
り
に
Ｂ
社

と
代
理
契
約
を
し
て
ほ
し
い
。

名
義
を
借
し
て
く
れ
た
ら
謝

礼
を
渡
す
」
と
い
う
こ
と
だ

っ
た
。

そ
し
て
「
仮
契
約
に
10
万
が
必

要
な
の
で
振
り
込
ん
で
ほ
し
い
。

冬
道
運
転
の

心
構
え
（
そ
の
１
）

住民企画課
住民企画
グループ

◎空き巣事件の発生について…美幌町
12月26日から27日にかけて、美幌町字稲美にお

いて空き巣事件が発生、現金が盗難被害に遭いまし

た。犯人や不審者など目撃をされた方は、ただちに

110番通報もしくは美幌警察署（†72－0110）まで

通報をお願いします。

侵入に５分以上かかると犯人の７割があきらめる

といわれています。

１つのドアに２か所以上の施錠をする「ワンド

ア・ツーロック」を徹底しましょう。

◎振り込め詐欺対策はコレ！
『日ごろからコミュニケーションを！』

ご両親をはじめ、おじいちゃんやおばあちゃんに

は「お金を借りるのに電話でお願いすることなんて

ないからね」、「お金が必要なら面と向かってお願い

するからね」などと話しておくようにしましょう。

地 域 安 全 ニ ュ ー地 域 安 全 ニ ュ ー スス
美幌と津別の防犯協会と美幌警察署からの情報を掲載しています。

内容については各防犯協会または警察署にお問い合わせください。

積
雪
や
凍
結
、
吹
雪
に
よ
る
視

界
不
良
が
要
因
の
交
通
事
故
を
冬

型
事
故
と
い
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の

事
故
を
防
ぐ
た
め
、
次
の
こ
と
を

実
施
し
ま
し
ょ
う
。
今
回
は
、
出

発
前
の
準
備
に
つ
い
て
で
す
。

車
両
運
行
は
計
画
的
に

○
時
間
に
余
裕
を
持
っ
て

○
天
候
・
道
路
状
況
を
確
認

○
時
間
の
変
更
や
公
共
交
通
機
関

の
利
用
も
考
え
て

常
備
す
べ
き
も
の

防
寒
服
、
防
寒
具
（
毛
布
、
使

い
捨
て
カ
イ
ロ
）、
長
靴
、
手
袋
、

ス
コ
ッ
プ
、
け
ん
引
ロ
ー
プ
、
タ

イ
ヤ
チ
ェ
ー
ン
、
滑
止
用
ヘ
ル
パ

ー
、
ブ
ー
ス
タ
ー
ケ
ー
ブ
ル
、
懐

中
電
灯
、
発
炎
筒
、
ラ
ジ
オ
な
ど

車
両
点
検
の
実
施

燃
料
の
残
量
確
認
や
、
バ
ッ
テ

リ
ー
が
弱
っ
て
い
な
い
か
点
検

万
が
一
に
備
え
て

携
帯
電
話
の
充
電
、
飲
み
物
や

非
常
食
の
用
意

※
次
回
は
、「
走
行
中
動
け
な
く
な

っ
た
ら
？
」
を
お
伝
え
し
ま
す
。

まちづくりに対する疑問、ご意見を

お寄せください。

住民企画グループ † 76－2151

FAX  76－2976

む
し
歯
ゼ
ロ
の
お
友
だ
ち
を

紹
介
し
ま
す

児
童
扶
養
手
当
の
申
請
を

随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す

自
動
車
の
抹
消
・
移
転
の

登
録
は
３
月
31
日
ま
で
に

第
18
回
オ
ホ
ー
ツ
ク
農
業

新
技
術
セ
ミ
ナ
ー
開
催

花
壇
づ
く
り
講
習
会
を

開
催
し
ま
す

名
義
借
り
の
謝
礼
と
し
て
23
万
円
を
渡

す
」
と
言
う
。
信
用
で
き
る
か
。

業
者
が
販
売
す
る
商
品
や
権
利

を
、
別
業
者
が
高
値
で
買
い
取
る
と

い
う
「
劇
場
型
投
資
詐
欺
」
で
す
。

契
約
金
を
支
払
っ
た
後
は
業
者
と
連

絡
が
と
れ
な
く
な
り
ま
す
。

こ
う
し
た
封
書
が
届
い
た
ら
、
す

ぐ
に
破
棄
し
ま
し
ょ
う
。

う
ま
い
話
で
も
は
っ
き
り
断
る
こ

と
が
大
事
で
す
。

《
消
費
生
活
の
ご
相
談
は
》

美
幌
消
費
者
協
会

†
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
72-

０
３
６
６

※
月
〜
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

Ｑ

産業振興課

商工観光担当

†76－2151

（内線315）

巧
妙
化
す
る
劇
場
型
サ
ギ
に
ご
注
意
！

A

Q
Q
&

Q
＆
�

消
費
生
活
相
談
�

国
税
の
電
子
申
告
を

さ
れ
る
方
へ

各
種
訓
練
や
予
防
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。

○
消
防
団
と
は
？

市
町
村
に
設
置
さ
れ
る
公
の
機
関

で
、
消
防
署
と
連
携
し
て
活
動
し
ま
す
。

○
消
防
団
員
の
立
場
は
？

消
防
団
員
は
権
限
と
責
任
を
有
す
る

非
常
勤
特
別
職
の
地
方
公
務
員
で
す
。

○
入
団
資
格
は
？

・
津
別
町
に
居
住
し
て

い
る
人

・
年
齢
18
歳
以
上
の

心
身
と
も
健
康
な
人

ま
ず
は
お
電
話
を
！

津
別
消
防
署
　
†
76-

２
１
８
９

○
活
動
の
内
容
は
？

消
火
活
動
は
も
ち
ろ
ん
、
地
震
や
風

水
害
な
ど
大
規
模
災
害
時
の
救
助
・
救

出
等
に
当
た
る
と
と
も
に
、
平
常
時
は

パスポート（旅券）申請窓口は

美幌町役場のみです

パスポートの申請窓口が、平成25年

７月１日から美幌町役場のみになってい

ます。北見市やオホーツク総合振興局で

の申請はできません。

【パスポート申請交付窓口】

美幌町役場　戸籍年金担当　窓口２番　

（美幌町字東２条北２丁目25番地）

†73－1111（内線231、233）

《窓口の時間等（月曜日から金曜日）》

申請…午前８時45分～午後４時30分

交付…午前８時45分～午後５時30分

【パスポート申請相談窓口】

津別町役場　戸籍年金担当　窓口８番

†76－2151（内線222、223）

※津別町役場相談窓口に、一般旅券発　

給申請書等をご用意しています。

＜オホーツク総合振興局税務課ホームページ＞

http://www.okhotsk.pref.hokkaido.lg.jp/ts/zim/

＜自動車税について(北海道総務部財政局税務課ホームページ)＞

http://www.pref.hokkaido.lg.jp/sm/zim/tax/car01.htm

津
別
消
防

団
で
は
、
消

防
団
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

津
別
で
暮
ら
す
あ
な
た
だ
か
ら
こ

そ
、
地
域
防
災
の
担
い
手
と
し
て
活

動
し
て
み
ま
せ
ん
か
？



年金ミニ知識
問い合わせ　戸籍・年金担当
†76－ 2151  内線222、223

国民年金保険料は、お支払い方法に

よって割引きがあるのをご存知ですか。

前納でおトクな割引を

■募集する作文・標語の内容 ・交通事故防止に関すること

・交通事故の体験に関すること　・その他交通安全に関すること

■作品応募対象者 ・児童・生徒の部（小学校５・６年生及び中学生）

■作品の提出期限及び提出先

期　限：２月25日（火） 提出先：住民企画課住民企画グループ

※児童・生徒の部については、学校を通じて集約しております。

■表彰区分 最優秀賞　小中学生各１点

優 秀 賞 小中学生各２点　努力賞　小中学生各２点

■表　　彰 ４月に開催予定の「津別町交通安全推進町民大会」の

席上で行います。

■問い合わせ先 住民企画課住民企画グループ　

†76－2151（内線216）

町では交通事故を少しでも減少させることを目的に、下記要領により

『第22回交通安全に関する作文・標語コンクール』を実施いたします。

６カ月分で730円６カ月分前納

１年分で3,200円

割　引　額

１年分前納

前 納 区 分

６カ月分で1,030円６カ月分前納

１年分で3,780円

割　引　額

１年分前納

前 納 区 分

q納付書又はクレジットカードで前納

された場合

w口座振替で前納された場合

e毎月（早割）だと50円の割引額に！　

（納付期限よりも１カ月早く口座振替）

国民年金保険料の前納には、事前の申
し込みが必要です。なお「１年分前納」
と「上期６カ月分前納（４～９月分）」
の申し込み期日は２月末です！

～前納の申し込み・問い合わせ先～

北見年金事務所　国民年金課

†0157－25－9635

それぞれの地域に次の方々が選任されました。

任期は平成25年12月１日から平成28年11月30日までの３年間です。

民生委員法及び児童福祉法により、民生委

員・児童委員は、国・北海道から委嘱されま

すが、皆さんと同じ住民の立場で活動してい

ます。私たちの地域を暮らしやすいものにす

るために、さまざまな活動を行ったり、暮ら

しに関する相談を受けています。

困ったことや心配ごと、援助を必要とする

相談には、住民の立場にたって対応します。

また、福祉サービスに関する情報の提供や、

役場や社会福祉に関する活動を行う人などと

の連携で問題解決のお手伝いもします。

暮らしのこと、困ったこと、悩みごとなど

ありましたら、民生委員に気軽に相談してく

ださい。

民生委員・児童委員とは？

くらし関係

育児教育関係

家族の関係

津別町民生委員児童委員協議会事務局　

役場保健福祉課　†76-2151（内線277）

在宅生活関係

平成26・27年度国有林野の管理経営に関するモニターの募集について

林野庁北海道森林管理局では、平成26・27年度の国有林野の管理経営に関するモニター（以下「国有林モニター」

という）を下記のとおり募集します。

目　　的 国有林の役割や現状についてご理解いただくとともに、国有林の管理経営に皆さまの声を反映させてい

くことを目的としています。

応募資格 北海道にお住まいの国有林に関心のある満20歳以上（平成26年4月1日時点）の方…北海道全体で48名

※ただし、国会及び地方議会の議員、地方公共団体の長、常勤の国家公務員、国有林野事業職員OB、森林・林業担当の

自治体職員並びに平成24・25年度に国有林モニターであった方は除かせていただきます。

募集期限 平成26年2月28日（金）必着

応募方法 郵送・FAX・メールのいずれでも結構です。必要事項をご記入の上、下記担当までご応募ください。

《必要事項》q住所（郵便番号）、w氏名（ふりがな）、e性別、r年齢（平成26年4月1日時点）、

t職業、y電話番号、u国有林モニター募集を知ったきっかけ、i応募理由（100字程度）

問い合わせ・応募先 〒064－8537

札幌市中央区宮の森3条7丁目70番　北海道森林管理局企画課国有林モニター担当（福浦・安藤）

†011－622－5228 FAX011－622－5194 Eメール：h_kikaku@rinya.maff.go.jp

１
、
屋
根
の
雪
や
氷
、
つ
ら
ら
な
ど
が
道
路
に
落
ち
る
構
造
の
建
物

に
は
、
事
故
を
防
ぐ
た
め
丈
夫
な
滑
り
止
め
な
ど
を
付
け
る
よ
う

に
し
て
く
だ
さ
い
。

２
、
雪
の
滑
り
止
め
が
あ
っ
て
も
、
強
さ
が
足
り
な
か
っ
た
り
、
針

金
な
ど
が
さ
び
つ
い
た
り
し
て
落
ち
る
こ
と
も
あ
る
の
で
、
必
ず

点
検
し
て
、
悪
い
と
こ
ろ
は
修
繕
し
て
く
だ
さ
い
。

３
、
屋
根
の
雪
や
氷
、
つ
ら
ら
な
ど
は
、
気
温
が
急
に
上
昇
し
た
と

き
、
特
に
マ
イ
ナ
ス
３
度
か
ら
プ
ラ
ス
３
度
位
に
な
っ
た
と
き
に

落
ち
や
す
く
な
り
ま
す
。
歩
行
者
や
遊
ん
で
い
る
子
供
た
ち
に
注

意
を
す
る
と
共
に
、
早
め
に
雪
や
氷
、
つ
ら
ら
な
ど
を
落
と
し
て

く
だ
さ
い
。

４
、
突
出
看
板
な
ど
か
ら
の
落
氷
雪
は
、
少
し
で
も
危
険
で
す
。
付

着
し
た
雪
や
氷
は
、
こ
ま
め
に
取

り
除
く
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

５
、
歩
行
者
や
車
の
通
行
に
支
障
と

な
り
ま
す
の
で
、
屋
根
な
ど
の
敷

地
内
の
雪
は
絶
対
に
道
路
へ
出
さ

な
い
で
く
だ
さ
い
。

６
、
軒
下
を
通
行
す
る
と
き
は
、
屋

根
か
ら
の
落
氷
雪
に
十
分
注
意
す

る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

７
、
軒
下
や
道
路
で
は
、
絶
対
に
子

供
を
遊
ば
せ
な
い
よ
う
に
し
て
く

だ
さ
い
。

屋
根
に
積
も
っ
た
雪
や
氷
、
つ
ら
ら
な
ど
が
落
ち
る
こ
と
で
、

歩
行
者
が
ケ
ガ
な
ど
を
し
な
い
よ
う
次
の
よ
う
な
対
策
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。
気
温
の
高
い
日
は
、
特
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

問い合わせ先　建設課道路車両グループ　†76－2151（内線249）

q～eの割引額は、平成25年度の額です。

平成26年度の割引額はまだ未定です。

※また、6カ月分前納は上期（4～9月分）、

下期（10～翌年3月分）となります。

平成26年の木材工芸館の休館日について
毎週火曜日の休館日と重なった下記の祝日は、営業することとし、

翌日の水曜日を休館としますのでお知らせいたします。

記

・２月11日（建国記念の日） ・４月29日（昭和の日）

・５月６日（振替休日） ・９月23日（秋分の日）

・12月23日（天皇誕生日）

■問い合わせ先　

産業振興課商工観光グループ　　†76－2151（内線259）


